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▲復元作業中の備中櫓のようす�

▲備中櫓完成予想図�
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人　口　90,073  人（前月比＋179）�
　男　　42,935  人（同＋115）�
　女　　47,138  人（同＋64）�
世帯数　35,028世帯（同＋177）�

４月中の異動数�

ひ と の 動 き�

市県民税１期�
介護保険料１期�

納期限：６月30日（水）�

今 月 の 納 税 �

出生　  73人、死亡　  68人�
転入　590人、転出　416人�月�

２００４�

　前回まで津山城の天守について見てきま
したが、今回からしばらく現在復元中で来
年３月末に完成予定の「備中櫓」について
検討します。今回は第１回目として、この
「備中櫓」の名前の由来について考えます。

　この名前については、「なぜ美作の津山
城に備中の櫓があるのか？」という質問を
たくさんいただき、今までも別の欄で少し
ふれたことがありますが、再度ここで整理
しておきます。
　江戸時代に描かれたさまざまな種類の津
山城の図面には、現在復元中の位置に「備
中櫓」という書き込みがあり、江戸時代を
通してこの櫓が「備中櫓」と呼ばれていた
ことは間違いありません。そこで、この
「備中櫓」という名前の由来を調べてみ
ると、津山森藩の基本史料の１つである『森
家先代実録』（文化６年（1809）成立）に�
「備中矢倉、池田備中守長幸入来之節出来」
という記載があります。どうやらこの「池
田備中守長幸」に関連していることが分か
りますが、この「池田備中守長幸」とはど
のような人物なのでしょうか。
　池田備中守長幸は鳥取藩主であり、初代
津山藩主である森忠政の長女「於松」はこ
の長幸に嫁いでいます。そして於松が若く
して亡くなった後は、忠政４女の「於宮」

が長幸に嫁いでいます。つまり、忠政にと
って備中守長幸は娘を２人も嫁にやった娘
婿にあたる人物なのです。その長幸が津山
城を訪れるのを機に造られたとされるのが
「備中櫓」であると「森家先代実録」には
記載されているのです。
　ちなみに池田備中守長幸の「備中守」は
職名であり、必ずしも備中にいたから「備
中守」となるわけではありません（偶然彼
は後に備中松山藩主となりました）。です
から地名である「備前」「備中」「備後」
「美作」などの「備中」ではなく、鳥取藩
主である「池田備中守長幸」にちなんだ「備
中」櫓なのです。
　話を戻しますが、「森家先代実録」の記
載には、ほかにこのような人物にちなんで
命名された櫓はありません。それだけ「備
中櫓」という名称は特別な意味を持ってい
たのだと考えられます。

　さて、以上のことは「森家先代実録」に
記載された名前の由来です。それではこれ
を裏付けるような物的証拠はないのでしょ
うか？
　実は発掘調査でこの名前の由来を裏付け
るような資料が出土しています。それにつ
いては次回詳しく説明することにします。
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びっちゅうやぐら� いけだびっちゅうのかみながよしにゅうらいのせつしゅつたい�


